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名古屋大学工学研究科 エネルギー理工学専攻 
エネルギー材料工学講座 

エネルギーナノ物質創製グループ 
柚原 淳司 (准教授) 
博士後期課程 1 名、博士前期課程 1 名、学部１名 (2024 年度の実績) 

研究分野と研究方針 

【概要】 
IoT社会の実現のためにはエレクトロニクスの省エネルギー化は必須要素である。消費電力を大幅に

低減させるためには、これまでのトップダウンによる LSI微細加工技術に代わる新しい発想に

基づくナノデバイスの開発とそれを支えるナノ材料や原子層物質等の素材開発が必要不可欠で

ある。本研究グループでは、新たなナノマテリアル、特に、ポストグラフェン物質の有力な候補とされ

る二次元 14 族ハニカムナノシートの創製と構造・物性評価を精力的に行っている。また、金属酸化物

からなる準結晶、近似結晶、準結晶関連構造等の酸化物ハイパーマテリアル超薄膜の創製と構造解

明を行い、機能開拓を目指した研究を行なっている。今年度より太陽電池材料への応用を目指してペ

ロブスカイト超薄膜の創製研究を開始した。 

【キーワード】 
表面科学、新素材、低次元材料、高次元材料、14 族ポストグラフェン、ゲルマネン、スタネン、プラ

ンベン、ハイパーマテリアル、準結晶、近似結晶、金属酸化物、ペロブスカイト、超薄膜、走査型トンネ

ル顕微鏡、低速電子回折、光電子分光、放射光、第一原理計算 
 
【主な研究と内容】 
・低次元材料 14 族ポストグラフェン の創製と評価 

ゲルマネン、スタネン、プランベンを初めとするポストグラフェン物質や二次元合金の創製と結晶構

造、物性評価を行い、省エネルギーのための新素材の開発を目指している。 

・高次元材料 ハイパーマテリアル の創製と評価 

最近発見された金属酸化物からなる準結晶の創製と結晶構造を解明するとともにエネルギー機能

材料への応用を視野に入れた希土類酸化物準結晶の創製を目指している。 

・省エネルギー材料 ペロブスカイト超薄膜 の創製と評価 

オール無機ペロブスカイト超薄膜の創製と結晶構造を解明するとともにエネルギー材料への応用を

視野に入れて、組成評価、構造評価、物性評価を通して質の良い太陽電池材料の開発を目指してい

る。 
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【本年度の研究成果発表の概要】 

 国内会議発表 国際会議発表 国際会議予稿 学術論文 
教員 1 7 7 2 
学生 4 2 2 1 

 
<受賞> 

1) <BEST POSTER AWARD> Xu Li, Lap Hong Chan, Sho-ichi Takakura, Masashi Nakatake, Tsunetomo 

Yamada, Ryuji Tamura, Junji Yuhara, Structure and growth of oxide quasicrystal-related structure of 

ultrathin Ce-Ti-O film on Pt(111),15th International Conference on Atomically Controlled Surfaces, 

Interfaces and Nanostructures, Suzhou, China (May 10 – May 13, 2024) 

2) <女子大学院生優秀賞> 李 旭、「希土類金属 Ce-Ti-O 酸化物準結晶関連構造超薄膜の創製」、日本表面

真空学会 2024 年度女性研究者賞 

3) <講演奨励賞> 前田匠太、柚原淳司、「Ag(111)表面上に偏析したゲルマネンの構造相転移」、第 24 回日

本表面真空学会中部支部学術講演会 （２０２４年１２月）  

4) <学生ポスター賞> 李旭, 山田翔梧, 山田 侑矢, 吉田 桃子, 橋本 由介, 松下 智裕, 高倉将一, 仲武昌史, 

馬偉亮, Emilie Gaudry, 柚原淳司、「Pt(111)表面上の Ce-Ti-O ハニカム構造超薄膜の構造解析」、第１３

回シンクロトロン光研究センターシンポジウム（２０２５年１月）  

 
<招待講演> 

1) 柚原淳司、「14族元素からなる二次元ハニカムシートの創製と機能創出に向けて」、応用物理学

会、半導体の結晶成長と加工および評価に関する産学連携委員会、「半導体ナノ構造の形成とデ

バイス応用」第6回研究会 （２０２４年６月、明治大学）  

2) J. Yuhara, “Growth of group 14 elemental post-graphene materials”, International School of Solid 

State Physics, 88th course: Epioptics-17 & Xenes-5, Erice, Italy (July 6 – July 12, 2024) 

3) J. Yuhara, “Growth of group 14 elemental post-graphene materials”, 2024 NUS Seminar in Physics 

Department”, National University of University, Singapore (Aug 13th 2024)  

4) J. Yuhara, “Growth of Germanene, Stanene, Plumbene, and Their Lateral Heterostructure”, 

Pacific Rim Meeting on Electrochemical and Solid State Science 2024, Honolulu, USA (Oct. 6th – 

Oct. 9th, 2024)  

5) J. Yuhara, “Epitaxial Growth of Group 14 Post-graphene by Deposition and Segregation”, MRS 

Fall meeting, Invited talk, Boston, USA (Dec. 2nd – Dec. 6th, 2024)  

 

 

本年度の卒業論文・修士論文・博士論文のタイトル 

【卒業論文】 
   後ほど公表予定 

【修士論文】 
  後ほど公表予定 

 

 


	研究分野と研究方針
	本年度の卒業論文・修士論文・博士論文のタイトル


